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あらまし：本稿では，若年層の自己肯定感向上を目的としたソーシャルボットの開発および運用を想定し

た評価実験案を設計し，その過程で明らかになった課題を整理することを目的とする．SNS 利用が若年

層の生活に深く関与している点に着目し，Threads 上で感情分析に基づく投稿を行うボットを利用した評

価実験案を検討した．特に，心理的投稿を行うことへの心のプライバシーへの配慮，投稿内容が参加者に

与える心理的影響，匿名性およびデータの取り扱いの不透明性といった倫理的かつ運用上の課題を整理し

た． 
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1. はじめに
近年，日本の若年層において自己肯定感の低さが

社会的課題として指摘されている（1）．自己肯定感は，

個人の精神的健康や対人関係，レジリエンス，QOL

（Quality of Life）と密接に関係しており，その低下

は長期的な心理的状況にも影響を及ぼす．一方，若

年層における SNS の利用は広く普及（2）しており，

特に 10~20 代では，日常的なコミュニケーション手

段として定着している．SNS上での情報収集や対人

交流は，若年層の生活や心理状態や自己評価に大き

な影響を与えることが考えられ，適切に活用するこ

とで自己肯定感向上を支援できる可能性がある． 

先行研究では，SNS上での励まし合いや共感的な

やり取りが，レジリエンスや QOL の向上に寄与す

ることが示されている（3）．これらの知見から，SNS

を介した支援は，若年層の生活環境との親和性が高

く，若年層の自己肯定感向上を支援する有効な手段

となり得る． 

本研究は当初，若年層の自己肯定感向上を支援す

るソーシャルボットの開発・運用を目指していた．

しかし，開発を進める過程で，心理的情報を扱うこ

とに伴う倫理的配慮や，投稿内容が利用者に与える

影響，匿名性の確保など，運用上の課題が多く存在

することが明らかとなった． 

そこで本研究では，自己肯定感向上を目的とした

ソーシャルボットの有効性検証に先立ち，想定段階

として評価実験案を通して，開発・運用において生

じ得る課題を整理することを目的とする．特に，技

術的側面に加え，倫理的および運用面の課題に焦点

を当てて検討を行う．

2. 評価実験案
本研究では，若年層の自己肯定感向上を目的とし

たソーシャルボット運用における課題を検討するた

め，SNS上での評価実験を想定している．対象者は，

事前アンケート調査で自己肯定感の低さを悩みとし

て挙げた 18~29 歳の大学生および大学院生とする． 

評価実験では，SNS として Threads を利用し，対

象者には指定したトピックタグを用いて，日常的な

投稿および他者との交流を 2 週間にわたり毎日 1回

以上，継続して行なってもらう．対象者が投稿した

内容は，Threads APIを介して取得し，トピックタグ

が付与された最新 100件を対象として分析する． 

取得した文章データに対しては，BERT モデルを

用いた感情分析を実施し，各投稿を NEGATIVE，

NEUTRAL，POSITIVEの 3分類に変換する．分類結

果をそれぞれ-1，0，1 として数値化し，1日ごとの 

図 1 評価実験案フロー図 
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平均値を算出する．算出された平均値を 5 段階に分

類し，その結果に応じて，あらかじめ用意された文

章をソーシャルボットが自動投稿する． 

感情分析および投稿生成は毎日実施し，1 週間ご

とに SNS上のアンケート機能を用いて，参加者に自

己肯定感の変化に関する質問を行う．これにより，

ソーシャルボットの運用が自己肯定感向上に寄与し

たかどうかを確認する．（図１） 

 

3. 想定される課題 

3.1 心のプライバシーと倫理的配慮 

本評価実験では，SNS上に投稿された文章を対象

として感情分析を行うため，参加者の心理状態や内

面に関わる情報を扱うことになる．これらは「心の

プライバシー」として，特に慎重な取り扱いが求め

られる情報であり，本人の意図しない形で収集・利

用されることは避けなければならない（4）． 

そのため，実験実施にあたっては，インフォーム

ド・コンセントを徹底し，収集データの内容，利用

目的，保存方法について参加者に十分な説明を行う

必要がある． 

3.2 投稿内容およびフィードバックが与える影響 

ソーシャルボットが投稿する文章やアンケート内

容は，参加者の心理状態に直接影響を与える可能性

がある．自己肯定感向上を目的とした内容であって

も，個人によって受け取り方や許容範囲が異なるた

め，意図せず心理的負担や不快感を与えるリスクが

存在する． 

特に，感情分析結果に基づくフィードバックが，

参加者自身の状態を過度に意識させてしまう場合や，

期待された効果が得られなかった場合には，逆効果

となる可能性もある．そのため，投稿文面の設計に

おいては，心理学やメンタルヘルス分野の専門家に

よる監修が必要であると考えられる． 

3.3 匿名性およびデータ取り扱いの不透明性 

本研究では，個人を特定しない形で投稿データを

取得し，感情分析を行う設計を想定しているが，SNS

上の投稿を扱う以上，参加者が匿名性を十分に実感

できない可能性がある． 

匿名性やデータの非特定性については，技術的な

説明が複雑になりやすく，参加者にとって正確な理

解が難しく，不安や不信感を招く可能性がある．そ

のため，ソーシャルボットの仕組みやデータ処理の

流れを分かりやすく説明し，理解を得るための工夫

が必要である． 

以上のように，本研究で想定する評価実験案にお 

 

表 1 課題点整理表 

課題分類 内容 

倫理 心のプライバシー，心理的負担 

運用 投稿文面の設計，専門家監修 

技術 匿名性，データ取り扱いの不透明性 

 

いて，倫理的，運用的，および技術的観点より複数

の課題が明らかとなった．整理したものを表 1 に示

す． 

  

4. 考察・今後の課題 

本研究では，若年層の自己肯定感向上を目的とし

たソーシャルボットの運用を想定し，評価実験案を

通して，技術的・倫理的・運用上の課題を整理した．

SNSを活用した支援は，若年層の日常的な利用環境

と親和性が高い一方，心理的情報を扱うことに伴う

慎重な配慮が不可欠であることが示唆された． 

特に，感情分析結果に基づくフィードバックは，

自己肯定感向上に寄与する可能性を有する一方で，

参加者の心理状態に意図しない影響を与えるリスク

も併せ持つ．単純な感情分類であっても，受け手の

解釈や心理状態によって影響が大きく異なる点を踏

まえた設計が求められる． 

また，心のプライバシーや匿名性に関する課題は，

技術的対策のみで完全に解決できるものではなく，

参加者への十分な説明と理解の促進が重要である．

特に，SNS上でデータがどのように取得・処理され

るのかについては，参加者にとって理解しづらい場

合が多く，透明性の確保が運用上の大きな課題とな

る． 

今後の課題として，第一に，ソーシャルボットの

投稿内容に関する表現設計の精緻化が挙げられる．

心理学やメンタルヘルス分野の専門家と連携し，参

加者に過度な負担を与えない介入方法を検討する必

要がある．第二に，評価実験の実施に向け，対象者

数や実施期間，評価指標の検討を行い，より妥当性

の高い検証方法を構築することが求められる． 
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